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４ 論文の概要 

本論文は、オーストリア共和国・ヴィーン市で制作される、〈ヴィーナー・ミュージカル〉と総称さ

れるミュージカルの生成と展開を、特に日本との関わりに光を当て、全 9 章で論じる。第 1 章を導入、

続く本編を 2部 7章構成とし、結論の第 9章で結ぶ。各章の概要は次の通りである。 

第 1章「INTRODUCTION」は、研究の背景や方法、目的ほかを記す。ヴィーナー・ミュージカルは、

1990 年代の草創期から現在まで、世界的に、特に日本で展開を見せ、また多くの研究がドイツ語・日本

語・英語でなされてきているが、これらの研究はほとんど、特定の言語圏や運営主体に限ったミュージ

カル（作品／文化）論で自己完結しており、それをミュージカル史／大衆音楽劇史の中に位置づけよう

とする学術的試みは皆無である。こうした先行研究の隙間を埋めるべく、本論文の目的は、ヴィーナー・

ミュージカルの通時的展開を、その興行的側面、および日本との関連に光を当てて記述することに置か

れる。研究方法としては演劇学・芸術社会学・比較文化学の手法が用いられる。 

以降、2部 7章で論文本編が続く。 

前半の第 1部「BEFORE 2006: TOWARD SOMETHING GLOBAL」は第 2～4章の計 3章からなる。第

二次世界大戦後のヴィーン市に英米ミュージカルがもたらされたあと、ヴィーン独自のミュージカルが

1990 年前後に制作され、さらに国外、特に日本で展開されていく流れを追う。 

第 2章「ESTABLISHMENT OF WIENER MUSICALS IN VIENNA」は、戦後ヴィーンの音楽劇の状況、

および 1990 年代前半の、ヴィーナー・ミュージカルの確立について記す。オーストリアは枢軸国側に

組み込まれて敗戦、「音楽の都」ヴィーンには復興の過程で米国進駐軍からミュージカルがもたらされ、

オペラやオペレッタといった旧来の音楽劇との共存の道が探られた。ここで主要な役割を果たしたのが

二つの劇場、フォルクスオーパーとテアーター・アン・デア・ヴィーンで、運営主体としては半官半民

のヴィーン劇場協会が設立された。そして 1990 年代、ようやくヴィーンおよびオーストリア独自のミ

ュージカルが制作され始め、『フロイディアーナ』(1990)や『エリーザベト』(1992)が誕生、後者が大成

功を収めると、作品の輸出先での翻案、いわゆるローカリゼーションが始まった。 

第 3章「DEVELOPMENT OF WIENER MUSICALS IN VIENNA」は、1990年代後半のヴィーナー・ミ

ュージカルが〈ヴィーン・プロダクト〉（特産品）として位置づけられる経緯を、および 21 世紀初頭当

時のヴィーナー・ミュージカルの状況を明らかにする。ヴィーン劇場協会は、国際的な市場を念頭に置

いた作品を制作しつつ（『ダンス・オブ・バンパイア』(1997)、『モーツァルト！』(1999)等）、中欧なら
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ではの同時代的音楽劇、およびその受け手となる観客の創出に努めた（『ファルコ』(2000)、『ウェイク・

アップ』(2002)、『バーバレラ』(2004)等）。 

上記二つの章の内容をふまえて、視点を日本へ移し、当地でのヴィーナー・ミュージカルの受容と展

開、さらにその後のヴィーンと日本の影響関係を明らかにするのが、第 4章「WIENER MUSICALS IN 

JAPAN (1996–2006)」である。ヴィーン劇場協会が『エリーザベト』を宝塚歌劇団および東宝に輸出し、

大幅な翻案を許可した結果、それぞれの興行システムおよび日本の舞台芸術史の文脈に即した独特の日

本ヴァージョンが成立・発展した。翻案の内容や形式の一部はさらに輸出元であるヴィーンの舞台へ逆

輸入され、ミュージカルを通じたヴィーンと日本の互恵関係がここに確立された。この経緯はまた、ヴ

ィーン劇場協会の、輸出先での興行的枠組みとヴィーンのイメージの双方に合わせた「柔軟な翻案」と

いう輸出戦略を決定づけた。 

以上三つの章が論文前半の第 1部である。 

後半の第 2部は、「2006 AND AFTER: PURSUING SOMETHING LOCAL」と題され、第 5～8章の計 4

章からなる。2006 年のオーストリア共和国及びヴィーン市の文化政策の変化を機に、ヴィーナー・ミュ

ージカルの展開が国内志向になる一方で、国外での展開に関しては、日本が主導しさえする国際共同作

品の制作へと重点が移っていく流れが示される。 

第 5章「A TURNING POINT FOR WIENER MUSICALS IN 2006」は、2006年のヴィーン劇場協会の構

造改革によって岐路に立ったヴィーナー・ミュージカルの位置づけを論じる。ヴィーン劇場協会がもた

らす公益の多寡が、半官半民である同組織に対する公的助成額決定で重視されるようになり、制作され

る作品はより内向きの内容になっていった。『老婦人の訪問』(2014)や『ドン・カミッロとペッポーネ』

(2017)等、欧州でよく知られる戯曲や小説を原作にしたものが代表的で、コンテクストを理解している

観客が前提とされるようになった。 

こうしたヴィーンでの動きとは対照的に、同時期の日本でのヴィーナー・ミュージカルは独自に発展

して現在に至っており、その詳細が第 6章「EVOLUTION OF PERFORMER-ORIENTED MUSICALS IN 

JAPAN」で明らかにされる。それまでのヴィーナー・ミュージカルの主要スタッフが、『マリー・アン

トワネット』(2006)以来、東宝主導での日本発の新作制作に携わり、これらにおいては日本での興行の

成功が優先された。作品は結果として、ヴィーンよりもむしろ日本の（出演者が持つ）コンテクストを

重視した、日本のミュージカル観客の嗜好に即した形式と内容を伴うものになった。 

続いて、視点は再度ヴィーンに移り、近年のヴィーン・ミュージカルを手がかりに、ヴィーン劇場協

会の運営方針が第 7章「FOR THE LOCAL, BY THE LOCAL: I AM FROM AUSTRIA (2017)」で再点検され

る。同協会は設立以来、その時々で程度の差はあれ、国内外の観客を両にらみし、近年でも国外向けに

は『シカネーダー』(2016)を、国内向けには『アイ・アム・フロム・オーストリア』(2017)を制作した。

その営みは、欧州の音楽劇シーンの中で、および現代オーストリアの大衆文化の中で、ミュージカルの

立ち位置を繰り返し探る試みと言える。 

以上三つの章を受けての小括が第 8章「TENDENCIES AND DECISIVE FACTORS IN VIENNA AND 

JAPAN」である。ヴィーナー・ミュージカルの展開を決定づける四つの要因（文化史的・政治的・経済

的・メディア環境的要因）がヴィーンと日本の両地域で挙げられ、これらに即して、ヴィーン劇場協会、

宝塚歌劇団、東宝という三つの運営主体、それぞれの場合での要因間の力学が分析される。 

さらに、第一部と第二部、全体の総括が結びの第 9 章「CONCLUSION」で行われる。ヴィーナー・

ミュージカルの国内外での展開が、グローバル化の動きに対する反動のひとつであることが、また同時

に、ミュージカルというジャンルに内在するローカルな性質の、多様化した世界における絶え間ない変

容を示すものであることが確認される。 

巻末には付録として次の五つの資料がある。ヴィーナー・ミュージカルと縁の深い市内主要三劇場の

ミュージカル上演年表（テアーター・アン・デア・ヴィーン、ライムント劇場、ローナッハー劇場）、

東宝制作によるヴィーナー・ミュージカル関連興行の上演年表、そして『エリーザベト』の場面と曲目

リストである。 
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５ 論文の特質 

本論文の特質としては第一に、従来の演劇研究・音楽研究で軽視されがちだったミュージカルに確か

な学術的枠組みを与えていることが挙げられる。各作品を扱いながら、ジャンルとしてのミュージカル

を論じ、決して看過すべきでないその文化史的・社会的意義を示している。またその際、これも従来の

演劇研究・音楽研究がそれほど追究してこなかった、興行の文化史的・社会的側面に光を当てている点

が特筆される。 

加えて本論文は、ヴィーンと日本を中心に複数の文化圏を視野に収め、ミュージカル作品が輸出され

る際の、マクロ（製作環境）とミクロ（作品）、双方のレヴェルでのローカリゼーション、およびそれ

がさらに再輸出される際の、再ローカリゼーションのあり方までを示している。具体的に言えば、英米

で制作されるミュージカルが輸出先でそのまま上演されることを旨としているのに対し（＝グローバリ

ゼーション）、ヴィーナー・ミュージカルの場合、日本を始めとする輸出先の現地のコンテクストに即

した翻案が許容され（＝ローカリゼーション）、さらにその翻案版がしばしば、輸出元であるヴィーン

での、現地のコンテクストに即した次の展開へと影響する（＝再ローカリゼーション）。ヴィーナー・

ミュージカルの展開における、こうしたグローバル規模でのローカリゼーションの繰り返し、すなわち

「グローカリゼーション」の見取り図を示した点で、本論文はきわめて独創的・画期的な研究である。 

 

６ 論文の評価 

本論文は、先行研究の綿密なレヴューに基づく問題提起に始まり、ヴィーナー・ミュージカルの時系

列的展開および日本での受容を、さらに両者の間での影響関係を、整理された構成で手際よく論じてい

る。 

従来のミュージカル研究では、英米ミュージカルが主な研究対象とされ、本論文の主題であるヴィー

ナー・ミュージカルの（国内外での）展開については十分顧慮されてこなかった。またこの主題は長ら

く、ドイツ語に通暁していなければならないという言語面でのハードルにより、十分に顧慮され得ない

研究対象でもあった。本論文はこのハードルに挑み、ドイツ語・日本語・英語の文献を駆使しているこ

とに加え、記者会見発表やインタヴュー記事、劇評等、多種多様な資料を調査しながら、ヴィーナー・

ミュージカルの国内外の展開の時系列的・空間的見取り図を示している（執筆時点での最新の関連情報

にまで目を配っている点も特筆される）。この試みは世界初といっても過言ではなく、各国のミュージ

カル研究者が参照する研究となることが予期される。今後の（ヴィーナー・）ミュージカル研究におけ

る本論文の意義は非常に大きい。 

なお本論文は、ヴィーナー・ミュージカルの成立・展開の経緯の解明に重点を置いたため、各ミュー

ジカル作品の作品論的分析については見送っているが（結論の第 9章で今後の課題として言及されても

いる）、このことは本論文の価値を減じるものではまったくない。 

 

７ 論文の判定 

 本学位請求論文は、国際日本学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり、

本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので、博士（国

際日本学）の学位を授与するに値するものと判定する。 

 

以 上 


